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Abstract: In Japan, population decline and regional revitalization are serious problems. In order to 

deal with these problems, it is important to estimate the economic situations exactly. Especially, it is 

necessary to understand the activities of companies because they influence economic activities 

deeply. Therefore the purpose of this study is to evaluate the quality of inter-firm transactions. We 

used the inter-firm transaction data developed by Teikoku Data Bank, and analyzed the economic 

situations in each administrative unit. We analyzed the quality of networks quantitatively by focusing 

on the duration of the transaction, the price of transaction, and the transaction fluctuations. We 

created the scores of transactions and found the cities that have a lot of high quality networks by 

using GIS. 
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1. はじめに 

 人口減少や地方創生が日本で大きな課題とな

っている中，地域経済の衰退を抑制し,いかに地

域経済を持続可能な形で活性化させるかが重要

視されている．地域活性化のための施策を実施す

るにあたっては，その効果を最大化するために，

地域経済の現状を把握することが不可欠である．

ゆえに地域経済に大きく影響する企業活動に関

して，企業の財務情報や取引ネットワーク構造の

把握が重要である．同時に取引ネットワーク構造

が必ずしも企業に好影響をもたらしているとは

限らないため，地域経済の実態を把握する際には，

ネットワークの有無だけではなく，ネットワーク

の質的評価も行う必要がある． 

企業間取引に関するビッグデータ（以下企業間

取引データ）を用いた研究には，従業員数と売上

との相関を明らかにした研究（Tamura et al.，

2012）や，取引ネットワークを可視化しネットワ

ーク構造の地理的分布を明らかにした研究など

がある（朱山，2016）．取引ネットワークの質的評

価に関連する研究は，ネットワーク上からノード

やリンクを取り除くことでネットワークが崩壊

する現象を調べるパーコレーションと呼ばれる

シミュレーションを行い，ネットワーク構造の頑

強性の検討を行った研究（Kawamoto et al.，2015）

や, それを基に都道府県別に頑強性の可視化を
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行った研究が存在する（後藤ほか，2015）．しかし，

企業間取引データを用いた研究において，企業の

存続にとって重要な売上に直結する取引金額や

取引の継続状況に着目してネットワークの質的

評価を行った研究はみられない．  

そこで本研究では，企業が持つ取引ネットワー

クをこれまで着目されていなかった取引金額，取

引の継続年数，取引金額の増減といった要素から

評価し，市区町村別に質の高い取引がどれほど存

在しているか可視化する検討を行った． 

 

2. 使用データ 

2.1 使用データ 

 株式会社帝国データバンクが保有する 2007 年

から2013年までの企業間取引データを使用した．

企業間取引データには，取引の受注側と発注側の

企業コード，取引の推定金額といった情報が格納

されている． 

2.2 取引の質の評価指標 

今回取引の質を定量的に評価するにあたり，取

引の継続年数，取引金額の年平均増減率，取引金

額の年平均誤差率を評価指標として採用した．企

業の持続可能性を考える上で，安定した取引は企

業にとって重要な収益源として考えられるため，

重要な評価指標として採用した．また，取引が継

続していたとしても取引金額に大きな増減があ

る場合，企業にとって安定した利益が見込めない

と考えられることや，発注側企業にとって，取引

金額が増加傾向にある場合，取引に満足している

可能性が高く，受注側発注側双方にとって満足の

いく取引となっていることを示す指標として考

えられるため，評価指標として採用した．さらに

年平均の誤差率に関しては，取引金額に年ごとに

大きな差が生じている場合，企業にとって安定し

た利益を見込むことができない取引と考えられ

るため，年平均からの誤差率も評価指標として採

用した．すなわち，継続年数が長く，取引金額の

年平均増減率が高く，年平均誤差率の低い取引を，

質の高い取引としてみなす．  

 

3. 評価指標データ作成と検証 

3.1 分析対象と流れ 

分析の流れを図-1に示す．過去 7年分の企業間

取引データに含まれる約577万件の取引データか

ら，年単位での取引金額の増減と取引継続年数を，

取引ごとに算出する．同時に取引金額と継続年数

から，取引金額の年平均増減率，取引金額の年平

均誤差率も算出する．さらに各要素を正規化し，

正規化された数値を足し合わせることで，取引ご

とに取引の質を定量的に評価する．そして取引の

受注側企業，発注側企業，市区町村コードといっ

たデータから，市区町村単位で質の高い取引を多

く持つ地区を，GIS を用いて地図上で可視化した．  

 

図- 1 分析の流れ 

3.2 取引の継続年数 

 最新のデータとなる 2013 年時点のデータに取

引金額データが格納されていることを前提とし，

2013 年以前の取引金額のデータの有無を確認す

ることにより，2013 年から遡って過去何年間遡っ

て取引が行われていたか計測し，取引継続年数を

導出した．2013 年時点から 2009 年までの金額が

格納されていた場合には継続年数は4年とみなす

こととなる．ゆえに今回の分析において，2013 年

時点で取引が発生していないと推定される取引

と，継続年数が 1年の場合は年単位の取引増減率

と取引誤差率を導出できないため，これらに関し

ては評価の対象から外す．その結果条件を満たし

た3,482,240件の取引に関して質的な評価を行う． 



3.3 取引年平均増減率 

 取引の年取引増減率は，式 1で定義する． 

𝐶𝑖 =
(𝑉2013 − 𝑉𝑠)/𝑉𝑠

𝐿𝑖
                                               (1) 

V2013:2013 年取引金額 

Vs:取引開始年取引金額 

Li:取引継続年数 

Ci:年単位取引増減率 

3.4 取引年平均誤差率 

取引年平均誤差率は，式 2で定義する． 

𝐸𝑖 =   
∑ 𝑅𝑖

2013
𝑌𝑠

𝐿𝑖
                                                            (2) 

Li:取引継続年数 

Ys:取引開始年 

Ri:回帰直線から取引金額までの差分の割合の合

計値 

Ei:取引年平均誤差率 

3.5 作成データの正規化 

 今回作成した取引継続年数，取引年平均増減率，

取引年平均誤差率に関して，評価指標として扱う

ための正規化を行った．ただし，取引年平均増減

率，取引年平均誤差率に関しては外れ値の影響を

考慮し，上下 10％タイルに関して，上 10％につ

いては1，下10％について0とする処理を行った．

正規化した値を足し合わせることで，取引ごとに

評点データを作成した． 

3.6 GIS 上での可視化 

 各取引データに格納されている市区町村コー

ドから，受注側取引に関する評点，発注側取引に

関する評点，受発注取引双方に関する評点を基に

して市区町村ごとに質の高い取引の保有状況に

関して評点を作成し，GIS 上での可視化を行った． 

 

4. 結果 

 日本全国で質の高い取引を受注，発注，受発注

できている地域を，市区町村単位で GIS を用いて

可視化した．図-2 は，質の高い取引を受発注でき

ているかを全国の市区町村別に可視化した結果

である．質の高い取引を受発注できている地域は，

経済的にも安定し，今後の発展も期待できること

が推定され，逆に質の高い取引が少ない地域は，

企業活動の停滞が起きていることが予想される．

図-3は，質の高い取引を受注できている市区町村

を，関東圏を中心に可視化した結果である．図-4

は，質の高い取引を発注している市区町村を，関

東圏を中心に可視化した結果である．図-3と比較

した際に，北関東の一部で，市区町村別受注取引

評点は高いものの，市区町村別発注取引評点は低

い市区町村が存在することが確認できる．質の高

い取引を受注できているものの，質の高い取引を

発注できていない傾向の強い市区町村の場合，地

域内経済循環が停滞している可能性も想定され

る．なお今回の分析では，継続した取引が実施さ

れている場合のみが評価の対象となっているた

め，データが作成できず可視化を実施できなかっ

た市区町村に関しては，経済活動そのものが著し

く停滞している可能性も推察される．このように，

市区町村単位での質の高い取引がどの程度存在

しているのかを把握することで，今後市区町村単

位での産業振興政策立案などへ活用が期待でき

る． 

 
図- 2 全国市区町村別受発注取引評点分布 



 
図- 3 関東圏受注側企業側評点分布 

 
図- 4 関東圏発注側企業評点分布 

5. 終わりに 

今後の課題としては，まずデータの信頼性の検

証が挙げられる．今回使用した取引金額データは

推定値であるため，今後企業間取引データを使用

して研究を行う場合に向け，どれだけ現実に即し

たデータであるかの検証を継続して行う必要が

ある．今回は取引の継続年数を測定するにあたり

2013 年を終点として取引の継続年数を測定した

ため，評価対象となる取引数が元データと比べて

減少している．また今回取引の質を評価するにあ

たり，正規化した評価指標の合計値で評価を行っ

たが，評価指標によっては重みづけを行うことが

必要である．同時に今回は市区町村単位での検証

を行ったが，企業間取引のネットワークは行政区

画での検証以外に，企業クラスタ単位での集計を

行うことも有益な可能性があり，今後企業クラス

タ単位での検証も進めていく必要がある． 
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